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TXテクノロジー・ショーケース・イン・ツクバ2007
（第６回つくばテクノロジー・ショーケース）

つくばサイエンス・アカデミー（江崎玲於奈理
事長）＜http://sat.zencom-inc.co.jp/＞は、学園
都市つくばの様々な分野の研究者や研究機関・企
業等の交流・ネットワーク形成、科学・技術の社
会への啓発活動、さらにはそのための各種事業の
開催を目的とする組織です。主催行事の一つ「つく
ばテクノロジー・ショーケース」は、「つくばにお
けるあらゆる分野の研究成果を一堂に会して、社
会への提示と、研究者自らによるPRの場にしよう」
という催しです。
昨年度はつくばエクスプレスの開業に合わせて

「TXテクノロジーショーケース・ツクバ・イン・
アキバ」として東京・秋葉原で開催されましたが、
第６回となる今年は再びつくばに戻ってきました。
平成19年１月30日（火）につくば国際会議場

（エポカルつくば）で開催された今回のショーケー
スは４つの部門に分かれて行われました。

● 科学技術の産直フリーマーケット（研究課題ご
とのポスター発表：76件）
● 研究祭企画展示（それぞれのテーマに基づいた
大型出展：４件）
● 研究祭ミニシンポ（テーマごとの公開シンポジ
ウム：４件）
● イブニング・セミナー（講演会）

農業環境技術研究所は共催に加わった他、ポス
ター発表と企画展示に参加いたしました。
ポスター発表は、「ライフサイエンス（生命科学、
医療・福祉・介護、食品、農業科学）」部門で、「レー
ザーを用いた農産物中微量元素の迅速定量（馬場

浩司）」、「環境」部門で「微量液体連続霧化装置と
これを使用した標準ガス発生装置（小原裕三）」「３
つの温室効果ガス（CO2、CH4、N2O）を同時かつ
自動で分析（須藤重人）」の計３件を出展いたしま
した。
また、企画展示では、農業・食品産業技術総合
研究機構及び農業生物資源研究所との共同で、「環
境、エネルギー問題の解決に向けての農からのア
プローチ」と題したブースを設け、農業分野から
の環境問題への取り組みについてご紹介いたしま
した。農環研からは「温暖化したら食料生産はどう
なる？」「遺伝子組換えダイズは近縁の野生種ツル
マメと交雑するか？」「Web版アジア太平洋外来
生物データベース（Asian-Pacifi c Alien Species 
Database；APASD）」「微生物インベントリー
（microForce）－微生物インベントリー利用システ
ムの開発－」の４件を出展いたしました。
会場はつくばならではの各機関の研究者や研究
者OB、さらに企業関係者等で賑わい、1000人近
い来場者がありました。これはつくばでの開催で
は過去最高の人数で、このテクノロジーショーケー
スが行事として確実に定着していることをうかが
わせます。農環研からの温室効果ガス分析装置の
展示にはメディアの取材があり、また各ポスター
発表にも多数の研究者・技術者が訪れ、担当者と
の間で有意義な議論が繰り広げられました。

本行事の公式ホームページ
http://sat.zencom-inc.co.jp/showcase06/
にも、当日の写真などが掲載されています。

（企画戦略室　　齋藤　貴之）

1212

農環研74.indd   12農環研74.indd   12 07.3.23   10:22:44 AM07.3.23   10:22:44 AM


